
実践例２
小学校第４学年 「空気や水の性質」 【ねらい ア・イ】

創意工夫を生かしたものづくり

実践例１

イ・ウ】小学校第３学年 「くらしとものを作る仕事」 【ねらい

地域のものづくりに携わる人とのかかわり

○工場見学等の機会に、工場の人から身の回りの製品について
説明を聞き、製品に対する関心を深める。
○地域の生産活動について、生産者に取材したり地域の工場を
調べたりする。

〈 唐木の箸づくりを体験しました 〉

○高い技能技術をもつ人の話を聞いたり、技能技術にふれたり
しながら、ものづくりを体験する。

社会科のねらい ものづくり教育のねらい

ものづくり体験

ものづくりに携わる人々との交流

ポイント１

・地域の生産活動に
ついて理解する

ポイント２

働くことの理解
将来への自己の考察

○公共の福祉に技術が生かされていることについて学び、
それらも参考に各自の追究課題を設定する。
○働くことの意義や仕事を通しての生きがいを知り、自己
の生き方に対する考えを深める。

「 」 。○ 共に生きる という視点で考えることの大切さを学ぶ
、 。○自己の役割に気付き 人の役に立とうとする意欲をもつ

ものづくりに携わる人々との交流

ポイント１

共用品をデザインする活動

ポイント２

〈 〉空気の性質を表したイメージ図

○自分の学習課題を調べるためのものづくり
・空気でっぽうを作って空気や水の性質を調べる。
○学習成果を生かしたものづくり
・空気や水の性質を適用したおもちゃ作りをする。

・閉じ込めた空気に力を加えたときの様子を図で表す。

理科のねらい ものづくり教育のねらい

単元構成への位置付け

イメージ図の活用

・空気や水の性質を､実感

を伴って理解する

ポイント２

※以上の中から選択して実施する。

ポイント１

自分の考えを形に表す楽しさ

（つくる楽しさや達成感の感得）

≪創意工夫を生かしたものづくりを

実施する単元≫

小学校第３学年･･･ 光の性質、電気の回路

磁石の性質

小学校第４学年･･･ 金属・水・空気の温まり方

電気の働き

小学校第５学年･･･ てこの働き

ものの動きの規則性

小学校第６学年･･･ 電磁石

○十分に打ち合わせをし、教員と協力者
の役割を決める。

地域の人材リストの作成及び活用

ポイント３

ものづくり教育にかかわる年間指導計画例（小学校第３学年）

ものづくり教育を学校全体で計画的・系統的に推進するための年間指導計画例です。この年間指導計画例は、
地域のものづくりに携わる人々の協力を得てものづくり教育を推進している小学校を想定して作成しました。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

イメージを表現する

イメージを表現する 実験装置を工夫する 基礎・基本を活用して
創造するイメージを表現する

材料を工夫する 作品への思いを形にする

《表の見方》
①位置は指導時
期のおよその
目安
②枠の幅は指導
時数等を示し
てはいない
③各内容はもの
づくり教育と
の関連のある
ものの一例

段階的に指導

を進める音楽
『音を組み合わせ
よう』
水の音や魔法を
かける音などを表
す音をつくる。

理科
『 』光で調べよう
光の性質によっ
て起こる現象を
図に表す。

理科
『電気のはたらき』
電気の性質を確かめる

。ための装置を工夫する

理科
『磁石のはたらき』
磁石の性質を適用し
ておもちゃを作る。

図画工作
『カラフルねん土の
お店を開こう』
ねん土を組み合わせ
て想像を広げ、思い
ついたものを作る。

図画工作
『みんなでへーんしん』
作りたいものをイメージ
し、空き缶やペットボト
ルなど材料を工夫する。

図画工作
『 』だんボールでつくる
作品に込められた作家
の思いを知り、自分の
思いを形にする。

』道徳『郷土愛
４－(５)
地域の発展や
文化に尽くし
た人々の生き
方から、奉仕
の心を学ぶ。

社会
『わたしたちの
町を知ろう』
近くの商店街
や工場を調べ、
働く人の気持ち
を知る。

社会
『町の人々の仕事』
ものづくりに携わる人々
との交流を通して、仕事
の喜びや苦労等を知ると
ともに、実際にものづく
り体験をする。

総合的な学習の
時間
『わが町再発見』
社会科などで学習し
てきたことを基に、一
人一人が課題をもち、
町での活動などを通し
て追究する。

地域の人々と交流する

学級活動
『学級の係を決め
』よう

一人一人が学級で
の役割をしっかり
果たすことが大切

。であることを知る

『勤労』道徳
４－(２)
学級での自分の役
割を意識し、進ん
で働くことの大切
さを理解する。

学校行事
』『学芸会

心を一つにし
て劇をつくっ
て上演する。

児童会活動
『作って遊ぼう』
年から 年までの1 6
異学年班で、昔の道
具を作って遊び、仲
間と協調することの
よさに気付く。

集団の中で友達と協力し、
自己の役割を果たす

学級活動
『６年生へのプレ

』ゼントを作ろう
６年生を送る会で
のプレゼントを心
を込めて作る。
※アイデアや技術
を生かして作品
を作る。

見えないものをイメージし、表現する力
(ものをつくることにかかわる基礎・基本の習得)

理 科

考
察

つ
く
る
楽
し
さ
や
達
成
感
の
感
得

働
く
こ
と
の
理
解
、
将
来
へ
の
自
己
の

社 会

教科等の学習成果を
結び付ける活動例

総合的な学習の時間のねらい ものづくり教育のねらい

福祉施設で働くこと
だけでなく、共用品づ
くりで福祉に貢献でき

。ることが分かりました

－２－ －３－

ものをつくり出すことの難しさや喜びを味わう
(つくる楽しさや達成感の感得)

実践例３
中学校第１学年 「 生きる』を考えよう」 【ねらい ウ】『

技術を生かした社会貢献

課題の設定 「各自の追究課題を明確にするために、高い技能技術をもつ地域の人の技術やものづくりに
対する考え方にふれる 」。

〈 生徒の感想より 〉

総合的な学習の時間

・課題を追究する
・自己の生き方を考える

働くことの理解
将来への自己の考察

一人一人が困って
いる人に声をかける
ことが一番いいと思
う。日本を心やさし
い国にしたいです。

みんなが使いやすい
ように工夫して共用品
をつくりたいです。



○技能技術の素晴らしさや、ものをつくる仕事の

喜び、工夫、苦労に気付く。

・高い技能技術をもつ人の話を聞く、仕事の様

子を見る、作品や道具にふれる、仕事を体験

することなどの活動をする。

○自分の生き方について課題意識をもつ。

・働くことについて分かったことや考えたこと

を文章などに表したり、友達と意見交換をし

。たりする

主体的に取り組む態度

働くことを尊ぶ姿勢

○つくる目的や方法を明確にする。

。・ものづくりの見通しを図や文章などに表す

・自分の考えを確認しながら活動する。

○自分の考えを工夫や努力によって形にできた

という体験をする。

・教員は適切な材料や用具等、環境を整える。

・教員は知識･技能面で個に応じた支援を行う。

・友達同士で励まし合ったり認め合ったりする。

ものづくりへの意欲

粘り強く取り組む態度

地域のものづくりに携わる高い技能技術をもつ人、保護者や地域の人及び近隣の高校生や大学生

など、ものづくり教育に関する地域協力者のリストを作成し活用する。

各学年の年間指導計画から、ものづくり教育の３つのねらいと関連する内容を含んだ単元

（ ）等を整理し それらを関連付けて学校全体で系統的な年間指導計画を作成する、 。２ページ参照

平成16年度 東京都教職員研修センター
豊かな人間性と創造性を養うものづくり教育に関する研究

ものづくり教育
－ 豊かな人間性と創造性を育てるために －

（学習指導要領の目標や内容からの分析）ものづくり教育のねらいを効果的に達成できる教科等

理科、生活、音楽、
図画工作、美術、
家庭、技術・家庭

社会、生活、
道徳、特別活動、
総合的な学習の時間

つくる楽しさや
達成感の感得

国語、算数、数学、理科
図画工作、美術、
家庭、技術・家庭

ものをつくることにかかわる
基礎・基本の習得

ものづくり教育はすべての教科等で実践できます。ものづくり教育のねらいと関連の深い

内容が含まれる単元等において、教科等のねらいと関連させて実践することが大切です。

実践を基に改善を図る

４ 人材リストを作成し活用する

ものづくり教育のねらい

ア イ ウ

○ ○ 目的に応じて筋道を立てて話すこと、書くこと国 語 ◎

○ ○ 産業の様子を理解すること 仕事に携わっている人々の工夫を理解すること社 会 ◎

○ 目的に応じて適切な測定をすること 基本的な図形を作図すること算数、数学 ◎

物の性質や働きについて理解すること(ものづくりなどの活動を通して)理 科 ◎ ◎

○ 身近にある物を使って遊びを工夫すること 自分の役割を積極的に果たすこと生 活 ◎ ◎

○ リズムや旋律をつくって表現すること音 楽 ◎

○ 創意工夫して絵や立体に表現すること図画工作、美術 ◎ ◎

○ 製作に必要な図をかくこと 生活に役立つ物を製作すること家庭､技術･家庭 ◎ ◎

○ ○ 安全に気を付けること 表現リズム遊びをすること 創作ダンスをすること体育、保健体育

○ 場面や状況に合わせて自分の考えを話すこと、書くこと外 国 語

勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精神をもつこと道 徳 ◎

○ ○ 勤労の尊さや創造する喜びを体得すること 社会奉仕の精神をもつこと特別活動 ◎

○ ○ 社会体験､体験的な学習、問題解決的な学習を通して自己の生き方を考えること総合的な学習の時間 ◎

ものづくり教育に取り組むために

○ 学習した内容を自ら活用する ○ 友達のよい面に気付く

○ 自分の考えを基に工夫する ○ 安全に配慮する

○ 集中して物事に取り組む ○ 協調して物事に取り組む

○ 自分や友達の作品を大切にする ○ 働くことの素晴らしさを理解する

○ 技能技術の素晴らしさや努力の大切さに気付く

豊かな人間性と創造性を育てます

教科等の学習を通して、ものづくりにかかわる知識や技能の
習得を図るとともに、ものづくりへの意欲を高める教育です。

２ 年間指導計画を作成する

３ 授業展開を工夫する

創意工夫を生かしたものづくり ものづくりに携わる人とのかかわり

１ 教科等のねらいとものづくり教育のねらいとの関連を図る

小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領にみられる
ものづくり教育とかかわりのある主な内容

教科等

本研究の詳細につきましては、東京都教職員研修センター紀要第４号を御覧ください。

平成17年３月 東京都教職員研修センター

〔◎ 〕かかわりが深い ○かかわりがある

【 】ねらい ア 【ねらい イ】 【 】ねらい ウ

－４－ －１－

ものづくり教育で､どのような子どもが育つのですか？

ものづくり教育とは、どのような教育なのですか？

教科等で実践するには、どうしたらよいのでしょうか？

ア ものをつくることにかかわる基礎・基本を習得すること

イ ものづくりを通して、ものをつくる楽しさや達成感を味わうこと

ウ ものづくりに携わる人やその作品などとのかかわりを通して、

働くことを理解したり、自分の生き方について考えたりすること

、 。教科等のねらいを達成する過程で 次のねらいを重視します

働くことの理解
将来への自己の考察


